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【背景】

中学生を取り巻＜背景として， 日本性教育協会の青

少年の性行動より， 性交経験率か女子中学生4.8%で

あるのに対して， 女子高校生23.6%と急激に上昇して

いる。 また平成29年厚生労働省の性感染症罹患率によ

ると中学生26人（男子3人， 女子23人）であり， 高校

生2140人（男子532人， 女子1608人）と性感染症罹患

率に関しても急激に上昇している現状がある。 平成14

年ごろをピ ー クに性感染症罹患率ぱ減少傾向にあるも

のの， 依然梅毒感染者数は増加の一途を辿っている。

性交渉をすることで性感染症や若年妊娠のリスクが増

加するとともに， 人工妊娠中絶の増加にも繋がる。 そ

のため性感染症の正しい知識を持ち， 性感染症罹患の

リスクを最小限にする必要がある。

また， 中学校の性教育については， 文部科学省の学

習指導要領において小学校高学年からの性教育の方針

を打ち出しているものの， 内容は各学校の教育方針に

委ねられている。

これまでの研究より中学校の教員は， 性教育， 特に

性感染症については，「どこまで踏み込んで指導すれ

ばいいかわからない」「自分がきちんとした形で性教

育を受けていないため， 教育かできない」 という研究

報告がある。

A中学校の現状は， 私逹助産師に性教育を依頼し，

保健体育で性教育を行っている性感染症に関しては工

イズのみとなっていた。 また， 性感染症の教育におい

て写真やイラストなどリアリティのあるものは避け，

言葉のみの指導方法にしてほしいと教員から依頼され，

視覚教材の制限が加わっている。 そのため， 性教育を

行うにあたり視覚教材がなくても理解できるのか， 視

覚教材の制限が加わる背景に何があるのか， どのよう
な教育方法が効果的なのかという疑問が出てきた。

【目的】

A中学校の性教育担当教員及ひ養護教諭の性感染症

受付け：平成31年3月18日

に対する知識の確認， 中学生への性感染症に関する教

育についての考えを明らかにし， 中学生から正しい性

感染症の知識の普及と今後の性教育の内容を充実させ

る。

【方法】

対象： A中学校の性教育担当教員及び養護教員5名。

分析方法：平成29年8月にインタビュ 一 を行った。 録

音テ
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ー タから逐語録を作成し， 協力者の語りの中から

「性感染症に関する知識• 関心」「中学生への性感染症

に関する教育についての考え」 に着目し， 得だ［青報を

コ ー ド化して質的記述的研究を行った。

倫理的配慮：目的外使用禁止， 置名性確保などを書面

口頭で説明し同意を得た。 看護部の倫理委員会の承認

を得た。

【結果】

教員の性感染症に対する意識に着目し「性感染症に

対する知識」「性感染症の教育で必要と考えること」

「性感染症の教育で困難なこと」「教員の生徒への認識J

の4つのカテゴリ ー と14のサブカテゴリ 一 を抽出した。

（表1参照）

表1 教員の性感染症に対する知識

力テゴリ ー サブカテゴリ ー

あいまいな知識をもっている

性感染症に対する 性感染症をよく知らない
知識 ネットやニュ ー スで情報を得ている

性感染症＝エイズの認識

エイズの知識は必要
性感染症の教育で コンド ー ムの使用方法の理解は必要

必要と考えること 中学生にば性感染症の知識は必要
性感染症の視覚教材は必要

性感染症の教育で 視覚教材の提示に抵抗かある
困難なこと 集団指導の難しさ

性教育の授業でショ ソクを受ける生徒が

教員の生徒への認
いる
性被害にあっている生徒がいる

識
生徒が幼い印象がある
性感染症に興味かない生徒もいる
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力テコリ ー 「性感染征に対する知識Jては，「梅毒

が増加している状況は知っているがそれ以上は知らな

い」「助産師の性教育で知った＜らい」など，曖昧な

知識か明らかとなった。 また，「自分の時にちゃんと

教えてもらっていない」「性感染症の授業を行ったこ

とかない」など，性感染症についてよく知らないこと

がわかった。 さらに， ネットやニュ ー スで情報を得て

いたり，性感染症全般というよりエイズの知識か重要

と考えており，不十分な知識しかないことがわかった。

カテゴリ ー 「性感染症の教育で必要と考えること」

では，性感染症の授業は必要であり，視覚教材を使用

したほうがよいとの意見があった。 しかし，生徒に衝

撃を与える可能性かあるため，視覚教材の使用につい

ては，インタビュ 一 を行った教員の半数が 「A中学校

の生徒には必要ない」と認識していることがわかった。

力テゴリ ー 「教員の生徒への認識」では，「性に関

する知識が少ない」「性に関しかない」ことから 「生

徒に幼い印象かある」という認識を持っていることが

わかった。また，「性被害にあった生徒かいる」「生徒

の中には写真を見せるとショ ックを受ける子もいる」

などの意見から，社会背景を踏まえた授業を行うこと

に困難感を抱いていることがわかった。

カテゴリ ー 「性感染症の教育で困難なこと」では，

「性器の写真を見てショ ックを受ける子かいる」「集団

に関してはイラストや写真を見せたくない」などの意

見があり，視覚教材の提示に抵抗かあることがわかっ

た。また，インタビュ 一 を行った教員全員より 「個別

性を踏まえると視覚教材は使用できない」「どのよう

に指導していいのかわからない」などの意見が多く，

性感染症の教育を行う上で困難さを感じていることが

わかった。

【考察】

インタビュ 一 を通して， A中学校の教員は中学生に

対して性教育は必要だと思っている（「性感染症の教

育で必要と考えること」 ）か，A中学校の生徒の 「真

面目」で 「性に対して奥手」であろうという 「教員の

生徒への認識」があった。 そのため，視覚教材の使用

は不必要であり，性的被害にあった学生がいるなとの

ことを配慮すると，どこまで教えていいのかわからな

いという集団指導の難しさ（「教員の生徒への認識」

「性感染症の教育で困難なこと」）に直面していた。つ

まり，A中学校の生徒の特性を考えると，視覚教材は

過度な刺激になると考えられており，これか教材の使
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用制限になっていた。また，思春期の男女合同の性教

育は，それぞれの学生の成長段階に差かあり，集団教

育の難しさがあると言える。

よって，この3つのカテゴリ ー 「性感染症の教育で

必要と考えること」「性感染症の教育て困難なことJ

「教員の生徒への認識」が教育内容に関係しているこ

とがわかった。

また，助産師が性教育を実施した後は 「日分たちか

フォロ ー する役目だと思っている」という教員の発言

かあり，性教育に関わろうという意識があることがわ

かった。しかし実際は，情報源かインター ネットやニュ ー

スだったりと曖昧な知識しかなかった。特に，インタ ー

ネットは簡単に情報を入手できるか，全てか正しいわ

けではないので，正確な情報や知識を伝授する必要が

ある。

原らの研究より，性行動について相談する相手がい

るかどうかによって自己肯定感の違いがあり，教員と

性感染症についての話をし，生徒の意見を聞くことは

男女交際の意識に良い影響を与えるとしている。この

ように生徒が教員に性の相談をしてきたときに，よき

話し相手となれるよう，教員に対しても正しい知識を

持ってもらう必要かあると言える。

【結論】

教員ば性感染症に対する知識が不十分であり，生徒

に個人差があるため集団での授業に抵抗感・困難感を

担いていることがわかった。 そのため，今後の性教育

をより効果的なものにするためには，教員にも性感染

症についての情報を提供し，教員と助産師が連携して

正しい性感染症についての知識を生徒に対して普及し

ていかなければならない。
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